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戦
後
課
題
再
検
討
太
宰
の
司
祭
者
ら
に
与
う
ｌ
自
殺
に
つ
い
て
ｌ
岩
倉
政
治
３
～
７
自
殺
に
つ
い
て
安
藤
孝
行
８
～
、
デ
カ
ダ
ン
に
つ
い
て
大
沢
衞
皿
～
肥
戦
後
学
生
論
山
田
琢
Ⅳ
～
別
１
新人・旧人ｌ沢木欣一、岩倉政治
２
若き世代の発一一一口（☆座談会、中村静治・乾満寿子・沢木欣一・加
藤勝代・山下七志郎・西義之）
皿
～
銘
作
品
寸
評
弧
～
妬
最
近
の
ド
イ
ツ
報
告
山
田
四
郎
弱
Ｉ
蛆
東
京
風
物
誌
②
小
松
伸
六
Ⅲ
～
〃
８
緑の由来（☆詩）
本
郷
喬
４
、
ソ
ュ
ト
ル
ム
９
女の手（☆詩）
山
口
四
郎
訳
４
平衡感覚
別
～
別
文
芸
時
評
加
藤
勝
代
・
西
義
之
肥
～
岡
一月号（第四十八号）昭和一一十四年十一一月三十日発行
『北国文化』総目次、
桑
原
武
夫
文
芸
放
談
深
田
久
彌
芸術家と郷土ｌふるさとの匂いｌロベルト・シンチンゲル
北国文化作品寸評（☆西敏明「流亡以前」）
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
ｌ
音
楽
ノ
ー
ト
ー
北
村
三
協
同
組
合
の
父
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
の
生
涯
浅
井
喜
久
雄
映
画
と
ス
ポ
１
シ
松
本
金
寿
続
灰
色
の
女
た
ち
ｌ
大
宮
御
所
の
内
幕
ｌ
小
森
三
千
代
は
だ
え
肌膚（☆詩）
太
田
良
作
平衡感覚（☆岩倉政治氏の疑問）
西
義
之
新
人
・
旧
人
ｌ
戸
田
正
三
、
中
村
静
治
破
壊
的
批
評
精
神
に
つ
い
て
懸
賞
募
集
小
説
・
中
間
読
物
ｌ
選
考
結
果
１
選
後
評
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
死
刑
囚
か
ら
帰
国
ま
で
流亡以前（☆小説）
一一月号（第四十九号）昭和二十五年一月三十日発行
森
吉
田
六
郎
五五
英
３２２６１８１６１１３
１１１１
３７３６３１３０２５２４１７１５１４１０
6９６０５６
１１１
９０６８５９５５５４
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座談会・職場・恋愛・結婚ｌ若き女性の発言（☆出席、
子・竹本員子・深沢喜代子・梅村澪子・西家富栄）
海
外
文
芸
短
信
・
八
十
に
な
っ
た
ジ
イ
ド
新
庄
嘉
章
ニ
ー
チ
ェ
の
女
性
観
秋
山
英
夫
青
春
に
つ
い
て
渡
辺
一
夫
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
女
性
観
片
山
泰
雄
ゲ
ー
テ
の
女
性
観
山
口
四
郎
三人の女流作家ｌ芙美子・たい子・百合子ｌ加藤勝代
農
村
の
娘
た
ち
刈
田
い
ね
父
三
宅
雪
嶺
の
思
い
出
三
宅
美
代
子
チェーホフの生誕九○年祭（☆記事）
新
人
・
旧
人
ｌ
門
野
高
子
、
竹
本
員
子
湯
川
先
生
の
こ
と
ど
も
太
田
時
雄
ショパンについてｌ音楽ノート②ｌ
北
村
皇
協同組合の父ロバート・オウエンの生涯②浅井喜久雄
書
評
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
愛
と
生
の
苦
悩
Ｅ
平
衡
感
覚
・
女
性
に
つ
い
て
な
ど
文
芸
時
評
北
国
文
化
作
品
寸
評
本
郷
喬
詩
抄
文
芸
時
評
懸
賞
小
説
選
後
評
・
正
誤
訂
正
と
追
加
熱い唇（☆小説）
傷痕（☆小説）
後
記
マ
Ｌ
｜｜｜月号（第五十号）昭和一一十五年一一月一二十日発行
森
山
啓
山
下
七
志
郎
山
本
国
光
西
義
之
瀬
6３６１５９５６４９４７４２３６３４２９２３１８１７１３３川
１１１１ＩＩＩＩＩＩｌｌ、Ｉ１美
６５６２６０５８５５５５４８４６４１４０４０３５３３２８２２２２１７１２１２津
５９４２４０３８
１１１１
８０７９５８４１３９
二
十
世
紀
文
学
の
宿
命
佐
伯
彰
一
風
俗
小
説
論
内
海
伸
平
次
代
の
新
人
群
亀
井
勝
一
郎
詩
論
Ⅲ
海
に
つ
い
て
の
走
り
書
Ⅱ
本
郷
喬
文
学
的
俗
常
識
に
つ
い
て
ｌ
西
さ
ん
へ
の
返
辞
ｌ
岩
倉
政
治
戦
後
文
学
の
展
望
高
見
裕
之
女
流
随
想
集
聖
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
誘
惑
早
春
沢
木
綾
子
祖
父
へ
の
抵
抗
門
野
高
子
父三宅雪嶺の思い出（続）
三
宅
美
代
子
映
画
と
私
竹
本
員
子
ブ
ラ
ン
デ
ン
先
生
の
こ
と
大
沢
衞
江
戸
時
代
の
男
色
文
学
深
井
一
郎
居
成
事
件
白
書
大
野
勝
雄
病
中
日
誌
松
本
文
之
蕪
地
方
文
壇
展
望
．
強
い
北
国
人
的
魂
（
☆
転
載
）
深
田
久
弥
新
人
旧
人
自
画
像
ｌ
伊
藤
武
雄
西
敏
明
四
高
よ
・
さ
よ
う
な
ら
（
☆
文
と
絵
）
孤愁（☆詩）
山
下
七
志
郎
平
衡
感
覚
・
風
の
た
よ
り
文
芸
時
評
北
国
文
化
作
品
寸
評
痴
と
滅
び
と
後
記
四月号（第五十一号）昭和一一十五年三月一一一十日発行
中
村
喜
久
男
五六
６８６６６４６２５５５６５３５０４６４３３９３４３２２８
１１１１、１１１１１１１１１
７０６９６７６５６３６１６０６０５５５２４９４５４２３８３３３１
2３２１１６１５１０３
１１１，１１
２７２２２０２０１５９
６６
１
８６８６
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ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
特
集
さ
ま
よ
え
る
魂
・
松
原
病
院
探
訪
記
西
敏
明
３
～
７
金
沢
・
鳩
の
町
中
村
喜
久
雄
８
～
、
ス
ト
リ
ッ
プ
・
シ
ョ
ー
の
人
た
ち
西
義
之
週
～
旧
野
田
平
和
町
の
横
顔
谷
野
み
つ
い
四
～
Ⅲ
刑
務
所
の
昼
を
ゆ
く
小
松
伸
六
皿
～
〃
蓮
如
覚
書
青
木
冶
朗
肥
～
妬
中
間
読
物
・
馬
賊
毛
藤
一
雄
稲
～
羽
見知らぬ文学青年の手紙ｌフランス精神の流行についてｌ
谷
口
陸
男
側
～
“
不
遜
な
る
感
想
ｌ
ち
か
ご
ろ
の
小
説
ｌ
森
晋
六
妬
～
蛆
９
初冬の一曰楽（☆詩）
早
川
明
４
愚
直
詩
集
増
村
外
喜
雄
別
～
Ⅲ
平
衡
感
覚
ｌ
先
生
方
の
行
方
山
田
清
印
～
冊
夜のカリキュラム（☆小説）
粟
津
吟
太
郎
別
～
船
夜
明
け
前
（
☆
小
説
）
樋
口
昭
子
師
～
冊
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ヘ
の
手
紙
佐
伯
彰
一
へ
の
返
事
，あとがき
夜明け前（☆小説）
編
集
だ
よ
り
橋本桂子の遺書（☆小説）
後
記
六月号（第五十三号）昭和一一十五年五月一一一十日発行
五月号（第五十一一号）昭和一一十五年四月三十日発行
佐
伯
彰
一
オルダス人ツクスリ
佐
伯
彰
一
加
藤
勝
代
西
義
之
加樋
藤口
６３
１１
８７６
７１
１
８２８１
簡素は単調ではありませぬ１日本文化雑感ｌ呼刊》制馴諏ンチンゲル９～、
暴
力
に
つ
い
て
森
正
夫
、
～
Ⅳ
７
石川県における平和運動（☆記事）
１
白
鳥
論
ノ
ー
ト
森
山
重
雄
肥
～
妬
５
石川文化懇話〈云総〈室（☆記事）
２
英
国
風
物
誌
塚
本
貞
二
妬
～
胆
内
科
医
の
診
察
室
山
村
三
郎
別
～
兜
３
蛙（☆詩）
浅
井
徹
雄
３
取
次
商
売
繁
盛
記
高
谷
敬
拠
～
町
座談会・判検事大いに世相を語る（☆出席者、山田義盛・小山市
次・沢田哲夫・竹中義郎・米光哲・木戸光男）
胡～〃８
杏の実（☆詩）
島
崎
豊
４９
日常（☆短歌）
竹田与志雄
４
世界名作ダイジェスト（☆「ヴィルヘルム・テル」「青い花」「ジェー
ン・エアー」「キャンタベリ１物語」「人形の家」）別～印
文
芸
時
評
兇～
印
書評・「失われたる王国」「マゼラン」
Ⅲ～田１
愚直詩集の一」と
中
村
喜
久
男
６
天
理
教
地
帯
を
ゆ
く
藤
原
隆
田
～
犯
水密桃（☆小説）
松
下
雅
夫
門
～
師
８
編
集
後
記
８
思
い
出
特
集
父
赤
彦
を
偲
ぶ
父
雪
嶺
母
花
圃
七
月
号
（
第
五
十
四
号
）
昭
和
二
十
五
年
六
月
三
十
日
発
行
菅
原
み
を
三宅一一一代子
五七
６３
１１
１０６
森英 『北国文化』総目次、 191
父
孤
村
の
こ
と
片
山
泰
雄
Ⅲ
～
、
〃島清〃と青春
林
正
義
、
～
巧
麻
生
種
衞
と
私
倉
本
兵
衞
巧
～
Ⅳ
同
人
雑
誌
の
こ
ろ
岩
崎
修
ｒ
Ｉ
ｎ
中
野
重
治
と
老
女
内
海
伸
平
Ⅲ
～
皿
尾
崎
翁
の
真
意
野
村
広
４２
青春・文学・天白三・平和ｌ窪川鶴次郎大いに語るｌ
妬
～
Ⅲ
金曜文化講座第八期・法経講座開催
１３
特
集
・
転
形
期
と
知
識
人
反
動
期
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
姿
鷲
尾
順
義
皿
１
町
インテリと教養俗人ｌニーチェ的インテリ論ｌ
秋
山
英
夫
邪
～
ｕ
金
沢
イ
ン
テ
リ
論
に
つ
い
て
安
藤
孝
行
蛆
～
妬
脱
党
に
つ
い
て
ｌ
非
告
白
的
告
白
ｌ
山
原
敏
必
～
〃
失
業
転
々
中
田
久
雄
蛆
～
別
書評「概説現代日本文学史」「自伝・幸福のペール」
１５
保
母
日
記
国
本
愛
子
田
～
開
劇評・〃桜の園〃を観る
杉
本
正
夫
５５
母
子
寮
訪
問
安
村
外
志
冊
１
町
座談会・日本映画は何処へ行く（☆出席者、伊藤武郎・清水晶・
鈴木紀子、編集部）
肥
～
閲
文芸時評・小説は誰のために存在するか
船
～
閉
春
水
招
荷
風
窪
田
敏
夫
的
～
、
書評「ドイツ杼情詩集」「石川県の歴史」
１７
智慧の果（☆詩）
木
戸
逸
郎
２７
たんぼ（☆詩）
浅
井
徹
雄
３７
無風圏（☆小説）
堀
川
浩
二
河
～
冊
編
集
後
記
小
松
伸
六
８８
最
近
の
天
野
倫
理
学
の
傾
向
と
批
判
小
説
特
集
雨
の
日
の
あ
ら
そ
い
森
山
啓
帰郷
中
村
喜
久
男
日
時
計
宮
田
栄
石川平和問題懇談会結成（☆記事）
灰色の壁に（☆短歌）
山崎都生子
文学サークル紹介ｌ文芸誌〃山峡〃
ア
メ
リ
カ
雑
誌
梶
圭
之
助
結
婚
の
自
由
島
津
一
郎
夏鶯（☆俳句）
木
沢
光
捷
リ
ル
ケ
に
つ
い
て
森
晋
六
勘
と
闘
志
松
本
金
寿
骨
董
エ
レ
ジ
ー
乾
満
寿
子
山
に
か
か
わ
る
二
十
五
年
ｌ
旧
四
高
旅
行
部
回
想
ｌ
神
保
龍
二
総
合
雑
誌
評
・
七
月
号
海の季節（☆詩）
小
林
一
雄
私たち（☆詩）
和沢喜美枝
バナナの歌（☆詩）
も
り
た
み
の
る
文
芸
時
評
百
姓
一
摸
の
指
導
者
た
ち
若
林
喜
三
郎
編
集
後
記
小
松
伸
六
九月号（第五十六号）昭和二十五年八月三十日発行
八月号（第五十五号）昭和一一十五年七月三十日発行
戸
頃
重
基
３
～
Ⅳ
五八
７７７５７１７０６５６２５９５６４８４３４０２５１３３
１１１１１１１１１１１１１１
８２８２７６７４７３７１６９６４６１５８５５４７４７４２３９２４１２３９２４１２
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ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
に
つ
い
て
ｌ
人
間
は
復
活
し
得
る
か
ｌ
高
見
裕
之
狐
に
な
っ
た
奥
様
Ｉ
Ｄ
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
小
論
Ｉ
上
田
和
夫
そ
れ
で
こ
そ
先
生
と
い
わ
れ
る
木
羽
敏
泰
書かれざる特ダネＩ第一線新聞記者座談会Ｉ（☆出席者、
長丸市次・大野勝雄・石林文吉）
朝
鮮
風
物
誌
回
想
の
故
郷
Ｉ
日
本
帝
国
主
義
下
の
こ
ろ
Ｉ
沢
木
欣
一
仙
逸
の
国
ｌ
白
の
印
象
ｌ
岩
崎
二
郎
北
国
文
化
能
登
へ
ゆ
く
北
国
文
化
同
人
声（☆詩）
堀
内
助
三
郎
詩（☆原毅、宇波浦）
亡児・亡妹（☆短歌）
大
谷
秀
雄
書評「世界史入門」
伝
説
と
詩
の
国
旭
岡
平
吉
叙陽（☆詩）
早
川
明
夏
か
ら
秋
へ
ｌ
北
陸
の
山
と
谷
ｌ
田
村
実
秋想（☆短歌）
上
山
南
洋
悲歌（☆短歌）
乾
満
寿
子
暗い星（☆小説）
西
敏
明
黒い炎（☆小説）
加
藤
勝
代
編
集
後
記
小
松
伸
六
ヨ１
ロ
ッ
パ
文
学
特
集
そ
の
一
ド
イ
ツ
文
学
へツベルの素姓の問題
文
学
に
現
わ
れ
た
中
世
の
理
想
人
間
像
十月号（第五十七号）昭和一一十五年九月三十日発行
小
原
度
正
藤
井
智
瑛
33隻30251841軍31221M'４
７６６６６３６０５８５６４７４４４２
１１１１１１１１１
９２９１７５６５６２６１５９５７５５５４２９１７５４４６４４
７３
１１
１１６
ド
イ
ツ
文
学
と
日
本
文
学
相
良
守
峯
ニ
ー
チ
ェ
の
祈
り
秋
山
英
夫
ゲ
ー
テ
の
現
実
岡
崎
初
雄
Ｃ
・
Ｆ
・
マ
イ
エ
ル
歌
の
た
ま
し
ひ
山
口
四
郎
訳
ソ
ヴ
ァ
イ
・
ト
ロ
イ
メ
ー
訳
詩
雑
感
ｌ
菅
原
政
行
カ
ロ
ッ
サ
作
雲一と花
存傾憤雌愉
鴎
藤
森
秀
夫
訳
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
自
然
主
義
西
義
之
本屋商売往来（☆座談会、出席・市内五書店主）
手
取
川
筋
の
観
察
早
川
一
郎
忘れられた村・珠洲郡西海村ルポ
森
正
夫
編集者の問題．新しい直木賞の作家（☆記事）
小
紅
低
唱
我
吹
篇
小
竹
文
夫
昼間里親物語
立
野
紀
代
放
送
新
米
日
記
半
井
布
文
東
の
た
よ
り
・
西
の
た
よ
り
東
北
青
野
忠
雄
中
国
と
ば
り
・
ま
き
み
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
憂
愁
大
畑
末
吉
鎌
倉
の
悲
劇
ｌ
イ
ン
テ
リ
の
敗
北
ｌ
下
出
積
与
レーゲル・アムウイン夫人とその末子⑪（☆小説）
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ケ
ラ
Ｉ
伊
藤
武
雄
訳
編
集
後
記
銀価の変動と日本資本主義ｌ綿糸紡績業に関する一考察ｌ
正
木
一
夫
３
～
、
十一月号（第五十八号）昭和二十五年十月三十日発行
五
九
７０
１
８４８３
6５６２６０５８
１１１１
６９６４６１６０
5６５３５０４６４３３４３１２８２６２２２０１７１４１２
１１１１１１１１１１１’１１
５７５５５２４９４９４５４２３４３０２７２５２１１９１６１３
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総
合
科
学
と
し
て
の
哲
学
戸
頃
重
基
リ
ル
ケ
・
ロ
ダ
ン
を
め
ぐ
っ
て
森
晋
六
嘉村礒多論序説ｌ「業苦」の成立とその意義ｌ山田昭夫
銭
屋
五
兵
衞
と
そ
の
時
代
若
林
喜
三
郎
泉野つれづれ草Ｈ
大
沢
衞
第
九
期
金
曜
文
化
講
座
・
最
近
の
科
学
芸
術
開
講
菊
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
ｌ
宮
廷
物
語
ｌ
米
村
桂
子
東
の
た
よ
り
・
北
の
た
よ
り
十
五
日
会
の
こ
と
ど
も
．
東
京
森
田
素
夫
文
芸
活
動
の
展
望
ｌ
北
海
道
ｌ
西
田
喜
代
司
背徳の倫理（☆詩）
小
林
一
雄
十等星（☆詩）
中
沢
浩
二
堕胎（☆小説）
西
方
正
英
孔雀の頃（☆小説）
能
沢
一
郎
書評「反時代的考察」
編
集
後
記
郷
土
作
家
特
集
ま
え
が
き
年
譜
徳
田
秋
声
に
つ
い
て
犀
星
素
描
深
田
久
弥
論
ノ
オ
ト
藤
沢
清
造
の
こ
と
島
田
清
次
郎
に
つ
い
て
加
賀
歌
こ
の
作
品
と
郷
士
十一一月号（第五十九号）昭和二十五年十一月三十日発行
西
村
通
男
川
口
久
雄
西
義
之
杉
森
久
英
中
村
喜
久
男
中
島
良
一
3１２６２２１６１０５
１１’’’１
３４３０２６２１１５９４３
７６５６５４５０４８
１１１１１
８４８４８３７５５５５３５２４９
4２３６３１２３１６１１
ＩＩＩＩＩ
４７４１４１３５３０２２１５
盲女年譜（☆小説）
悪い季節（☆小説）
露草生（☆短歌）
地
方
文
学
管
見
ｌ
小
説
と
日
常
生
活
ｌ
雪、午後（☆詩）
随
筆
特
集
兎
の
角
論
万
華
鏡
正
月
・
父
・
酒
ス
タ
イ
ル
論
以
前
朝
風
先
生
追
慕
記
七
尾
の
作
家
・
藤
沢
清
造
の
こ
と
｜一一一口語と周辺ｌ卯と兎によせてｌ
電
影
漫
録
生
態
学
的
断
片
反
古
漫
筆
森
山
啓
覚
書
沢
木
欣
一
鏡
花
世
界
の
美
学
谷
口
陸
男
加
能
作
次
郎
小
論
ｌ
大
正
期
作
家
の
宿
命
ｌ
小
松
伸
六
菊
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
②
Ｉ
宮
廷
物
語
ｌ
米
村
桂
子
どぶろく物語（☆小説）
松
下
雅
夫
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
ー
北
村
喜
入
レーゲル・アムウイン夫人とその末子◎ゴッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ケ
ラ
Ｉ
伊藤武雄訳
編
集
後
記一月号（第六十号）昭和一一十五年十二月三十日発行
ふ
か
ゐ
い
ち
ろ
黒
田
桜
の
園
市
村
新
野
村
広
岡
部
文
夫
横
川
巴
人
岩
井
隆
盛
窪
田
敏
夫
益子帰来也
紙
魚
廼
舎
守
人
加
藤
勝
代
西
敏
明
山
下
文
三
森
山
啓
堀
内
助
三
郎
六○
5１４９４７４５４２４０３８３６３４
１１１１１１１１１
５２５１４９４７４４４３４２４０３８３６
3２２４１２４
１１’１
３３３１２３２２１１
７４
１
８２８２
５６５１４５４０３５
１１１１１
７３７３５５５０４４３９
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泣
き
方
の
む
つ
か
し
さ
南
出
勉
シ
ョ
オ
の
こ
と
ｌ
「
泉
野
つ
れ
づ
れ
草
」
②
ｌ
大
沢
衞
詩
集
カ
ム
ラ
ン
抄
よ
し
だ
ま
こ
と
ア
メ
リ
カ
便
り
佐
伯
彰
一
シ
ー
ル
ズ
の
来
た
こ
ろ
岩
崎
二
郎
菊
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
③
Ｉ
宮
廷
物
語
ｌ
米
村
桂
子
死
の
抗
議
ｌ
盛
口
澄
江
の
上
申
書
ｌ
青
春
壊
滅
小
森
六
郎
新
刊
書
評
しＩゲル・アムライン夫人とその末子③ゴットフリート．ケラＩ
伊
藤
武
雄
訳
編
集
後
記
小
松
伸
六
英
文
学
特
集
巻頭一一一一口
ハムレットの場合〃時代の関節がはずれた〃松本
文
之
丞
十
七
世
紀
英
詩
抄
大
沢
衛
訳
ウ
ワ
ァ
ズ
ワ
ス
の
詩
境
と
そ
の
展
開
大
久
保
純
一
郎
ハーディの小説の自然と人
滝
山
季
乃
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
の
目
甲
斐
貞
信
孤独・エリオット「カクテル・パーティ」小論
上
田
和
夫
テ
ィ
ー
・
エ
ス
・
エ
リ
オ
ッ
ト
覚
書
竹
友
藻
風
ロ
ン
ド
ン
の
闇
に
咲
く
花
塚
本
貞
二
英
国
映
画
と
英
文
学
大
沢
衞
ラ
フ
カ
デ
オ
・
ハ
ー
ン
先
生
の
追
憶
岸
重
次
一一月号（第六十一号）昭和一一十六年一月三十曰発行
5０４２３８３６３１
１１’１１
５１４９４１３７３５
2７２３１８１２６
１１１’１
３０２６２２１７１１
４
～
５
８９７８７３６８６４６２５８５４５２
１１１１１１１１
９８９７８８８７７７７２６７６３６１５７５４
黒
人
教
育
者
ブ
ー
カ
ー
．
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
ー
詩
論
に
つ
い
て
ｌ
平
安
時
代
の
美
人
・
醜
女
・
妄
馬
鹿
に
つ
い
て
牢
人
の
文
学
作
文
・
で
ん
し
ゃ
を
み
て
か
ら
他
主
婦
と
し
て
の
宮
本
百
合
子
藤
村
を
め
ぐ
る
二
人
の
女
性
独歩の娘と私
最
果
て
の
啄
木
の
愛
人
藤
沢
清
造
聞
書
藤
沢
清
造
先
生
・
追
憶
記
「裸者と死者」の翻訳について
梶
圭
之
助
印
～
開
エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ス
ン
に
つ
い
て
道
山
恵
利
冊
～
田
３
書
評
６
宮廷物壼叩側菊のカーテンの彼方
米
村
桂
子
“
～
的
０
新刊紹介「反時代的考察」「マリー・アントアネット」
７
鉄
の
力
１
テ
ン
の
彼
方
武
知
仁
、
～
乃
死
の
青
春
小
森
六
郎
Ⅶ
～
冊
コント特集（☆「昇天」岩本隆介「冬の温泉場にて」小林敦子「お
軽来ぬゆえ」飴谷友長「貸間」荒木友路「いかがです」梅木
宗一「失われた青春」小竹三千代「兎問答」山本さとし「女
の手」高田五郎「空洞」北武史「少年と女」切通東一別～柵
片隅の人々（☆小説）
川
端
柳
太
郎
朗
１
冊
６
編
集
後
記
大
沢
衞
、
小
松
伸
六
９
三月号（第六十一一号）昭和一一十六年一一月一一十八日発行
１４よき〉岡相小横氷青、密暦下上赤部川松川見江25国ii/<出塁井芙薑奨李喬臺２９皇昇雲霞善
６３
４７４４４３４０３５３０８５２６２０１５９４
１１１１１１、Ｉ１ＩＩＩ
４９４７４４４３４０３４８６２８２５１９１４８
一ハ一
森英 ｢北国文化』総目次、 187
人
口
政
策
か
ら
み
た
産
児
制
限
問
題
三
国
一
義
黒人教育者（下）ブーヵー。Ｔ・ワシントン赤丼米吉
田園の息吹（☆詩）
浮
田
広
英
フ
ラ
ン
ス
趣
味
の
変
遷
に
つ
い
て
宮
川
剛
ゲ
ー
ラ
聖
な
る
憧
慣
山
口
四
郎
訳
二
人
の
伊
藤
武
雄
氏
往
復
書
簡
鹸胡駄蝉学鋺卵鰄蹴雌
父と子の青春Ｉ「七人」時代の回憶
吉
田
白
甲
・
孚
書評・「人間の絆」他
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
特
集
宮
廷
物
語
⑤
菊
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
米
村
桂
子
凶
悪
な
一
つ
の
意
志
・
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
武
知
仁
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
白
書
越
場
二
郎
水
源
地
帯
を
ゆ
く
木
谷
正
治
金沢大学風景（☆絵）
林
健
造
アメリカ便りｌエリオットの講演についてＩ
新刊評・日本文学講座Ⅲ古代の文学後期
雪の胸像（☆詩）
兇
悪
な
一
つ
の
意
思
・
満
州
終
戦
前
後
笠置芸術（☆絵と文）
小
説
月
評
ふ
る
さ
と
新
聞
ｌ
正
月
の
夢
ｌ
登
山
ｌ
ス
ポ
ー
ツ
雑
感
ｌ
書評・オスカア・ワイルド選集Ｈ他
無一一一一口歌（☆小説）
編
集
後
記四月号（第六十一一一号）昭和二十六年一一一月一一一十日発行
西
義
之
小
松
伸
六
加
賀
美
喬
武
知
仁
林
健
造
Ｘ
Ｙ
Ｚ
中
村
勝
男
木
谷
正
治
佐
伯
彰
一
５１４８４４３８
１１１１
５５５４５０４７４３
２７２２１５１０４
１１’’
3７３６２６２１２０１４１４９
６９６７６５６４６０５８５４５０
１１１１’’１
８６８５６８６６６５６３５９５７５３５２５２
近
代
文
学
特
集
岩
野
泡
鳴
・
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
の
意
味
田
山
花
袋
論
写
生
文
派
と
自
然
主
義
国
木
田
独
歩
ｌ
見
知
ら
ぬ
人
ｌ
塚
木
の
詩
の
展
開
国
字
問
題
の
一
断
面
ご
り
と
い
う
川
魚
安
田
兄
弟
の
こ
と
芋
掘
り
駄皿頂勵沈剛不趾伍肌訓楯胸ら（☆詩）
女
子
学
生
記
昏い意識の果て（☆詩）
兄
弟
姉
妹
Ｉ
兄
白
鳥
の
こ
と
ど
も
Ｉ
ロ
シ
ア
の
印
度
学
追
想
・
結
氷
の
漢
江
晩
年
の
岸
先
生
見はてぬ夢（☆詩）
囲炉裏（☆詩）
心（☆詩）
小
説
月
評
懸
賞
小
説
選
衡
結
果
発
表
風と少女（☆小説、佳作一席）
藤
沢
清
造
に
つ
い
て
編
集
後
記五月号（第六十四号）昭和一一十六年四月三十日発行
伊
狩
章
西
村
通
男
沢
木
欣
一
窪
田
敏
夫
藤
田
福
夫
野
村
広
毛
藤
松
声
居
松
井
益
子
宍
戸
淳
介
原
友
夫
高
井
一
子
氷
見
克
茂
正
宗
厳
敬
小柿大岩森
松谷田倉山
橋
本
芳
契
西
村
公
鳳
谷
口
陸
男
堀
口
太
平
堀
内
助
三
郎
丹
羽
玲
子
一ハーー
伸恒順政
六雄子治啓
4８４６４３３９３４２９２４２０１６１１４
１１１１１１｝ＩＩＩＩ
４９４７４５４２４１４０３８３３２８２３２０１６１０
７３６８６４６０５９５６
１１ＩｌＩＩ
９２９１９１７２６７６３６２６２６１６０５８
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
「
国
富
論
」
の
思
想
的
前
提
戸
頃
重
基
４
１
ｍ
世相と犯罪
岩
崎
二
郎
ｕ
～
Ⅳ
０
、
７
、
７
、
９
、
２
、
６
作文
１
１
２
５
６
６
偽
書
と
プ
チ
ブ
ル
ー
「
極
光
の
か
げ
に
」
批
判
ｌ
森
下
幸
雄
肥
～
加
加
賀
能
登
の
古
い
民
謡
に
つ
い
て
川
口
久
雄
Ⅲ
～
〃
日
本
映
画
女
優
論
田
中
武
泌
～
釦
宮
廷
物
語
（
完
）
菊
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
米
村
桂
子
詔
～
Ⅳ
春
の
立
山
印
象
記
藤
井
智
瑛
詔
～
Ⅲ
ふざけた夢（☆詩）
密
田
靖
夫
妃
～
蝿
あ
る
開
業
医
の
感
想
坂
本
ひ
ろ
し
“
～
妬
秋
声
さ
ん
と
ダ
ン
ス
黒
田
桜
の
園
妬
～
卿
蒼
乢
と
梅
室
宮
下
藤
雄
〃
～
蛆
県
営
ア
パ
ー
ト
あ
れ
こ
れ
岩
田
三
郎
：
側
～
皿
在
沢
十
二
年
松
本
金
寿
印
～
岡
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
吉
井
和
夫
閉
Ｉ
別
５
「じゅうぶん」に「十分」です
野
村
広
５
凶悪な一つの意志・鉄のカーテンの彼方ｌ満州終戦前後ｌ③
武
知
仁
冊
～
田
０
書評「恋人ロッテ」「仮面の笙口白」他
６
映
画
月
評
ｕ～他
小
説
月
評
Ｘ
Ｙ
Ｚ
岡～船
竹
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
ｌ
華
北
老
朋
友
記
ｌ
小
説
月
評
馬鈴薯（☆小説）
編
集
後
記六月号（第六十五号）昭和一一十六年五月三十日発行
柴
田
三
郎
Ｙ
Ｘ
Ｚ
島
田
三
郎
５９５５５０
１１１
８０８０５８５４
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
」
批
判
森
正
夫
４
～
９
釈
追
空
論
序
説
西
村
通
男
Ⅲ
～
昭
８
、
０
、
３
、
８
、
１
作文
１
３
３
３
７
９
書評「地方特殊産業の構些垣」
１
学
生
特
集
現代学生論Ⅱアプレ学生の抗議Ⅱ
小
林
俊
彦
別
～
Ⅲ
新
し
い
大
学
に
つ
い
て
斎
藤
純
一
皿
～
刈
若
き
世
代
は
叫
ぶ
．
垂
直
的
抵
抗
は
始
っ
て
い
る
畠
中
茂
男
Ⅲ
～
紹
抱
月
試
論
・
覚
え
書
的
に
山
田
昭
夫
弧
～
詔
９
新
刊
紹
介
「
ヨ
ゼ
フ
の
誕
生
日
」
他
３
ミ
シ
ン
の
ふ
め
な
い
小
駒
子
さ
ん
へ
の
手
紙
安
井
―
一
郎
側
～
岨
女
子
学
生
記
に
応
え
て
沢
野
清
尚
蛆
～
拠
埜
五
章
４
名
を
学
生
と
い
う
か
（
☆
詩
）
４
〃暴力の街〃敦賀
長
田
喬
妬
～
Ⅲ
〃奥の細道〃随行記
竹
内
昭
田
～
田
高校生は映画がお好き
南
出
勉
別
～
閃
大
学
教
師
の
経
済
白
書
ｌ
清
貧
記
ｌ
ふ
じ
ゐ
・
と
し
あ
き
別
～
印
濁
貧
記
Ｉ
田
舎
雑
文
書
き
の
弁
ｌ
小
松
伸
六
肥
～
⑪
３
金沢大学風景（☆絵）
林
健
三
６
安
ら
か
な
眠
り
の
た
め
に
ｌ
宮
本
百
合
子
さ
ん
の
死
を
お
く
る
に
あ
た
り
Ｉ（☆詩）
増
村
外
喜
雄
似
～
筋
夏
ひ
ら
く
・
白
山
へ
の
郷
愁
吉
井
和
夫
船
～
町
小
説
月
評
Ｘ
Ｙ
Ｚ
船
～
、
愛憎の行方（☆小説）
編
集
後
記七月号（第六十六号）昭和一一十六年六月三十日発行
西
方
正
英
切～別
一 ハ一一 一
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も
う
一
人
の
「
異
邦
人
」
カ
ミ
ユ
の
「
異
邦
人
」
に
就
い
て
孔
子
雑
談
日
本
再
軍
備
論
’
一
軍
事
記
者
の
観
測
ｌ
近作（☆俳句）
鎖
夏
随
筆
特
集
馬
鈴
薯
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
東
京
と
金
沢
研
究
室
漫
語
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ー
シ
ェ
を
よ
み
て
浪
花
巷
談
職
業
野
球
あ
れ
こ
れ
陶工寸感
鏡花の思い出（☆対談）
わ
が
饒
舌
お
芙
美
さ
ん
の
文
学
読
者
諸
賢
と
会
員
に
訴
う
小
説
月
評
骨肉抄（☆小説）
編
集
後
記
坂（☆小説）
沓（☆小説）
八
月
号
（
第
六
十
七
号
）
昭
和
二
十
六
年
七
月
三
十
日
発
行
平
田
次
三
郎
原
健
忠
駒
田
信
二
ハ
ン
ソ
ン
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
坂
本
七
輔
抄
訳
沢
木
欣
一
宮
田
栄
吉
田
六
郎
益
子
帰
来
也
松
山
武
夫
鈴
木
正
治
宮
田
正
男
滝
口
加
全
細
野
燕
台
深
田
久
弥
深
田
久
弥
小
松
伸
六
編
集
部
加
藤
勝
代
津
田
喜
典
川
端
柳
太
郎
５５５１４６４３３６３４３３３１２９２８２６２４
１１１’１１１１’１’’
8０８０５４５０４９４５４２３５３４３３３１２９２７２５
２０１７１４４
１１１１
２３２２１９１６１３
7６７２
１１
８５７５
ボ
ス
に
つ
い
て
ｌ
政
治
家
解
剖
ｌ
秋
保
一
郎
ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ー
ス
ト
の
体
験
ｌ
失
わ
れ
た
子
ｌ
高
橋
憲
一
エ
リ
オ
ッ
ト
理
論
に
よ
る
歌
論
の
試
み
広
田
好
戦える女（上）ｌ福田英子（景山）についてｌ向山寛夫
選
ば
れ
た
人
佐
藤
晃
一
〃暴力の街〃敦賀（続）
長
田
喬
書評「白い牙」
中
村
喜
久
男
小
説
月
評
’
八
月
号
Ｉ
３
，
３
卯
辰
山
よ
さ
よ
う
な
ら
（
☆
詩
）
小
林
一
雄
東
京
バ
ク
ゲ
キ
特
集
東
京
と
富
山
岩
倉
政
治
上
京
せ
ざ
る
の
弁
ｌ
撮
影
所
人
種
の
こ
と
ど
も
ｌ
鈴
木
紀
子
東
京
の
奴
等
と
田
舎
の
あ
つ
ら
杉
森
久
英
東
大
の
病
患
者
村
田
治
放
棄
の
精
神
ｌ
わ
が
饒
舌
ロ
深
田
久
弥
俗情の中（☆小説）
西
敏
明
からす（☆小説）
中
村
喜
久
男
或る脱走兵の話（☆小説）
加
藤
勝
代
編
集
後
記
小
松
伸
六
秋
季
随
筆
特
集
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
苦
悩
秋
の
残
像 十月号（第六十九号）昭和二十六年九月一一一十日発行
九
月
号
（
第
六
十
八
号
）
昭
和
二
十
六
号
八
月
三
十
日
発
行
岡
良
一
長
岡
博
男
六四
５４
１１
６５
７０６１５２４７４４４１３９３６
１１１１１１１１
８０７９６９６０５０４６４４４１３９
3４５０２６２４２０１５１１４
１、１１１１１１
３５５１３２３２２５２３１９１４１０
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へ
い
の
中
か
ら
保
古
政
英
７
～
８
金
沢
は
文
化
の
谷
間
か
小
沼
文
彦
８
～
Ⅵ
戦
後
の
作
家
た
ち
伊
藤
武
雄
皿
～
、
笑
え
な
い
笑
い
芦
田
高
子
ｎ
Ｉ
ｕ
鐘
的
温
泉
田
島
秀
夫
ｕ
～
刑
富
士
登
山
岡
野
正
策
咄
～
肥
ミ
ス
タ
ー
キ
リ
ス
ト
大
場
清
肥
～
凹
濫
の
中
ｌ
続
・
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
彼
方
武
知
仁
皿
～
Ⅲ
ク
サ
イ
島
ｌ
泉
野
つ
れ
づ
れ
草
大
沢
衞
肛
～
閉
ア
メ
リ
カ
文
学
の
新
人
佐
伯
彰
一
皿
～
羽
戦
後
の
ド
イ
ツ
文
学
マルｊ陛仲シ｜瓢一一識別～弧
道化師（☆俳句）
黒
田
桜
の
園
５３
講
和
に
訴
え
る
悲
願
達
成
断
食
隊
隊
記
川
島
重
男
稲
～
側
ジ
ャ
ン
・
バ
ウ
ル
１
５
た
わ
け
と
ば
か
は
ど
う
違
う
か
吉
田
孚
訳
４
～
４
エ
リ
オ
ッ
ト
理
論
に
よ
る
歌
論
の
試
み
ｌ
承
前
ｌ
広
田
好
妬
～
蛆
早春賦（☆詩）
蒜討伊声）巴診訓諏別～別
ア
メ
リ
カ
留
学
ア
ル
バ
ム
大
島
仁
団
～
別
戦
え
る
女
（
下
）
ｌ
福
田
英
子
（
景
山
）
に
つ
い
て
ｌ
向
山
寛
夫
閲
～
別
金
沢
と
北
国
文
化
を
ど
う
観
る
か
（
☆
ア
ン
ケ
ー
ト
、
回
答
者
１
大
沢
衞
・
前
田
純
敬
・
岩
倉
政
治
・
小
谷
剛
・
渡
辺
一
夫
・
河
盛
好
蔵
・
中
野
重
治
・
杉
森
久
英
・
小
沼
文
彦
・
室
生
犀
星
・
山
岸
外
史
・
荒
正
人
・
伊
藤整・上林暁・徳田一穂・原健忠・中村地平・中川善之助．
＋
返
肇
・
中
谷
字
吉
郎
・
阿
川
弘
之
・
駒
田
信
二
・
森
山
啓
）
印
～
“
わが饒舌ロ
深
田
久
弥
開
～
冊
小
説
月
評
・
九
月
号
Ｘ
Ｙ
Ｚ
的～、
追憶の記（☆小説）
宮
永
長
治
、
～
別
編
集
後
記
０８
特
集
ｌ
生
き
て
い
る
封
建
の
遺
制
封建遺制の問題
農
村
・
家
・
女
性
講
和
の
重
量
と
国
民
負
担
の
構
図
日
本
的
社
会
政
策
の
成
立
ソ
ヴ
エ
ト
心
理
学
の
展
開
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
と
判
事
光をかかげた女ｌ津田英子伝（上）
正
岡
子
規
と
文
学
運
動
東京と熱海（☆短歌）
ル
ポ
タ
１
ジ
ュ
特
集
国
立
療
養
所
白
書
旦
雇
・
自
由
労
働
者
の
人
々
認
定
講
習
を
観
る
南
氷
洋
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
書
評
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
上
巻
椎の実（☆詩）
「山芋」に答える
小
説
月
評
・
十
月
号
媒酌結婚（☆小説）
秋の像（☆小説）
編
集
後
記十
二
月
号
（
第
七
十
一
号
）
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
三
十
曰
発
行
十
一
月
号
（
第
七
十
号
）
昭
和
二
十
六
年
十
月
三
十
日
発
行
森
正
夫
横
山
亨
小城山Ｘ上砂
松本Ｙ田川
Ｚ
伸恵国千
六爾光之流
霜
丼
淳
中
村
喜
久
男
中
島
登
喜
男
小
松
錬
平
村
井
藤
十
郎
石
原
善
龍
倉
橋
克
小
山
市
次
向
山
寛
夫
渋
川
饒
上
山
南
洋
六五
７４
１１
１０６
６７５６５１４８４６４０３８３５３０
１１１１）ＩＩＩＩ
８０８０６６５５５０４７３９４５３９３７３４
２６２１１８１３９４
１１１ＩＩＩ
２９２８２５２０１７１２８
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私
の
村
の
封
建
遺
制
細
川
玖
治
オ
ヤ
ジ
の
研
究
ｌ
福
井
県
坂
井
郡
細
呂
木
村
指
中
の
場
合
ｌ
松
岡
詮
治
浦
島
説
話
の
展
開
高
田
穣
日
本
映
画
男
優
論
宮
崎
孝
ア
メ
リ
カ
だ
よ
り
・
講
話
会
議
傍
聴
記
村
上
賢
三
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ
ス
マ
ス
坂
本
七
輔
爽秋（☆俳句）
西
村
公
鳳
光
を
か
か
げ
た
女
ｌ
津
田
梅
子
伝
（
下
）
Ｉ
向
山
寛
夫
新
雪
・
十
月
歌
抄
書評「安藤一郎詩集」「潮畔」「欧亜の旅」
２
，
２
大和路（☆詩）
竹
島
良
蔵
「輪舞」の舞台裏ｌシュニッッラーをのぞくｌ山下
七
志
郎
文
芸
綺
證
三十棒
小
説
月
評
・
十
一
月
号
文
芸
誌
Ｘ
Ｙ
Ｚ
映
画
評
永
森
正
秋
花火（☆小説）
氷
見
喬
萩の門（☆小説）
樋
口
昭
子
あ
る
心
の
顛
末
宍
戸
淳
介
編
集
後
記
小
松
伸
六
新年の鐘（☆詩）
特
集
危
機
意
識
の
超
克
危
機
と
文
学
可
能
性
喪
失
と
実
存
一月号（第七十一一号）昭和一一十六年十二月一一一十日発行
大
沢
衞
鬼
頭
英
一
マ
ノ
イ
エ
ル
山
口
四
郎
訳
６９６０５２５０４６４４４１
ＩＩＩＩＩＩＩ
８０７９６８５９５１４８４５４３
２７３６３３２８２３１９１５
， １１１１１
4０３９６３８３５３４３２２７２２１８
ｕ
Ｉ
ｕ
７４
１１
１１７ 1
不
能
の
世
紀
秋
山
英
夫
随
筆
特
集
象
の
解
剖
宮
田
栄
人
間
よ
腹
を
立
て
る
な
！
伊
藤
武
雄
陶
々
焉
浅
野
廉
金
沢
で
の
文
楽
沢
木
綾
子
郷
土
の
新
し
い
動
物
古
い
動
物
熊
野
正
雄
私
の
行
進
曲
市
川
渡
近
頃
の
同
人
雑
誌
ｌ
新
潮
十
二
月
号
の
新
人
ｌ
中
村
喜
久
男
邪
魔
者
は
殺
せ
甲
斐
貞
信
自
殺
手
帳
か
ら
安
藤
茂
雄
鑑
識
課
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
宮
永
長
治
わ
が
饒
舌
囚
深
田
久
弥
社
会
党
大
会
ま
か
り
通
る
小
林
俊
彦
直
木
三
十
五
と
私
野
村
廣
菅
専
助
に
つ
い
て
川
口
久
雄
拐帯記（☆小説）
西
敏
明
動物記（☆小説）
西
義
之
編
集
後
記
小
松
伸
六
社宅（☆小説）
ゆくえ（☆小説）
けものの宿（☆小説）
並
木
重
郎
さ
ん
の
こ
と
危機と文学（下）
朝
鮮
事
件
と
中
国
文
芸
界
一一・三月合併号（第七十一一一号）昭和一一十七年一月一一一十日発行
西
方
正
英
永
見
喬
介
中
村
喜
久
男
小
松
伸
六
大
沢
衞
鈴
木
直
治
一ハーハ
６４５４５０４８４４４０３６３３３０２９２７２５２３２１１９１７
１１１１１１Ｉ１１１１１１１１１
７２７１６３５３５０４７４３３９３５３２３０２９２７２５２３２１１９
3６３２２１１４４
１１１１１
３７３５３１３１２０１３
1２
１
１６
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社
会
の
動
き
に
つ
い
て
井
森
陸
平
現
代
絵
画
に
お
け
る
抽
象
の
問
題
吉
田
彰
一
当
用
漢
字
論
ｌ
小
泉
信
三
、
谷
崎
潤
一
郎
氏
に
答
え
て
ｌ
和
田
亮
二
能
登
の
山
村
斎
藤
晃
吉
随
筆
特
集
素
材
の
心
理
ｌ
セ
ザ
ン
ヌ
以
後
ｌ
北
村
奎
妙
成
寺
の
良
さ
玉
井
敬
泉
寒
暖
計
伊
藤
亀
雄
女
剣
劇
浅
田
二
郎
わ
が
愛
猫
記
ｌ
木
谷
実
氏
の
思
い
出
ｌ
横
川
成
子
丼
蛙
管
見
記
吉
田
圭
蔵
国
語
政
策
を
確
立
せ
よ
Ｉ
国
語
教
育
の
危
機
ｌ
冬の坂（☆俳句）
父
赤
彦
と
母
未
亡
人
会
入
会
工
芸
図
案
の
錯
覚
窯
辺
随
想
映
画
特
集
フ
ラ
ン
ス
・
映
画
と
人
間
描
写
ア
メ
リ
カ
・
健
康
な
感
傷
イ
タ
リ
ア
・
映
画
漫
歩
日
本
映
画
あ
れ
こ
れ
イ
ギ
リ
ス
・
娯
楽
と
風
格
あ
と
が
き
・
編
集
の
四
年
間
四月号（第七十四号）昭和一一十七年一一一月三十日発行
小芳山高滝南
松井本市田出
野
村
贋
大
坪
吟
亜
菅
原
み
を
乾
満
寿
子
吉
村
幸
一
郎
滝
口
加
全伸先三純友
六一郎徳生勉
3３３０２９２７２４２２
１１１１’１
３６３３３０２９２７２４
1７１２
１１
２１１６
９４
１１
１１８
７３７０６６６１５７５３
ＩＩｌＩＩＩ
７４７３７０６５６１５７
5１４７４５３８
１１
５２５０４９４６４３４４
中
原
中
也
論
，
．
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
の
初
恋
陶
芸
家
バ
ナ
ア
ド
・
リ
イ
チ
の
想
い
出
総
合
雑
誌
の
行
方
良
人
久
弥
の
こ
と
三等教師小松伸六
結
婚
そ
の
他
色
の
記
憶
服
装
魚
と
菜
現
代
美
展
漫
歩
東
西
訳
詩
抄
校
正
論 同人
雑
誌
の
現
状
臼
井
吉
見
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
特
集
石
川
県
教
育
委
員
会
の
内
幕
毛
藤
文
男
新
版
モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト
伯
仙
光
明
寺
孫
太
郎
張
赫
宙
の
近
作
「
鳴
呼
朝
鮮
」
の
主
人
公
を
め
ぐ
っ
て
黄
文
冒
作
品
と
読
者
大
久
保
純
一
郎
創
作
か
模
作
か
ｌ
安
部
公
房
氏
へ
の
公
開
状
鈴
木
正
治
遺
伝
へ
の
関
心
小
熊
桿
米光判事の死
小
松
伸
六
冬枯れ（☆小説）
上
田
千
之
破光（☆小説）
加
藤
勝
代
編
集
後
記
Ｍ
・
０
五
・
六
月
号
（
第
七
十
五
号
）
昭
和
一
一
十
七
年
五
月
三
十
日
発
行
西
田
正
夫
甲
斐
貞
信
森
田
亀
之
助
河
上
徹
太
郎
深
田
し
げ
子
小
松
三
千
代
西
義
之
米
田
重
博
宮
下
藤
雄
柴
田
三
郎
鈴
木
、
王
水
和
田
亮
二
六
七
3９３６３４３３３１２８２６２４１９１２４
１１１１１１’’’’’
4２３８３５３４３３３１２８２６２３２２１８１１
7７６８６４５９５４５０
１１１１’’
7８７６６７６３６２６２５８５３
4４３８
１１
４９４３
3６
１
３７
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エリオットの課題（１）
青
い
ひ
と
み
白い影（☆小説）
硝子の屋根（☆小説）
編
集
後
記
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
②
広
田
好
カ
フ
カ
と
リ
ル
ケ
ー
そ
の
理
解
の
た
め
の
前
提
ｌ
秋
山
英
夫
石
川
県
議
会
の
内
幕
荒
谷
余
十
勝
九
学
会
連
合
奥
能
登
調
査
随
行
記
稲
垣
年
雄
新刊紹介・ハーディ「帰郷」
大
沢
衛
現
代
作
家
論
１
堀
田
善
衛
論
西
義
之
文芸時評・「野火」と「真空地帯」
吉
田
孚
懸
三
宜
郎
の
死
（
☆
小
説
）
宮
野
戌
太
郎
一
幕
喜
劇
・
穀
れ
人
形
村
田
育
司
九谷Ⅲ（☆小説）
城
恵
爾
鵜馬Ⅲ３評
編
集
後
記
Ｍ
・
ｏ
特集私の八月十五日（☆執筆、谷口陸男・安藤孝行・伊豆蔵節子・
秋山英夫・岡部文夫・岩倉政治・加藤勝代・西義之・米田重
博・芦田高子・宮川靖・酒井品子・西村通男・鈴木紀子・小
竹武夫）
４
～
通
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
・
連
載
第
３
回
広
田
好
Ⅳ
～
犯
七月号（第七十六号）昭和一一十七年六月三十日発行
八
月
号
（
第
七
十
七
号
）
昭
和
一
一
十
七
年
七
月
三
十
日
発
行
広
田
好
大
沢
衛
小
舟
十
三
山
本
国
光
Ｍ
・
ｏ
7９７８６２５２４２３８３０２４１９１４４
１１ＩＩＩＩＩ’’’’
8０７９７８６１５１４１３７２９２９２３１８１３
７１６５５２４３
１１１１
８２８１７０６４５１
海
外
新
刊
紹
介
怖
ろ
し
き
美
・
リ
ル
ヶ
理
解
の
た
め
に
加
能
文
学
碑
除
幕
式
の
こ
と
海
外
ト
ピ
ッ
ク
・
米
映
画
界
随
筆
三
題
表
情
新
教
育
の
先
駆
者
・
桜
井
裕
男
先
生
麦
秋
現
代
作
家
論
２
大
岡
昇
平
論
ユ
ネ
ス
コ
短
信
２
白
ス
ケ
舳
倉
島
紳
士
録
舳
倉
島
小
感
石
川
県
下
警
察
界
の
内
幕
本
と
映
画
か
ら
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
つゆあけ（☆小説）
書
評
「
私
の
見
た
英
国
」
編
集
後
記
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
・
連
載
第
四
回
日
本
の
オ
ペ
ラ
事
始
旅
三
題津軽
海
峡
を
渡
る
ア
メ
リ
カ
雑
記
帳
夏
の
旅
日
記
封
建
社
会
へ
の
郷
愁
ｌ
奥
能
登
調
査
の
思
い
出
現
代
作
家
論
３
私
小
説
作
家
論
九・十月号（第七十八号）昭和一一十七年九月三十日発行
内
海
伸
平
深
田
久
弥
Ｉ
．
Ｇ
生
西細岡高
見野橋
秋
山
英
夫
小
松
伸
六
中
村
喜
久
男
広
田
好
吉
田
白
甲
伊
藤
武
雄
清
水
忠
次
郎
大
樋
年
郎
若
林
喜
三
郎
西
義
之
六八
義綾正
之子策勇
６７６３６１５２４４４２３９３８
１ＩＩＩＩＩ１
８０７９７９６６６５６２６０５１５１４３４２３９
３０２４
１１
３７３７２９２３
3３２７２５２１１５
１１１１１
３７３２２６２４２０
1０４
１１
１４９
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橋の下（☆小説）
私と再軍備・特集（☆執筆、一一一由信二・南出勉・永見喬介・橋本
芳
契
・
松
井
笑
子
・
森
正
夫
・
吉
田
他
吉
・
市
村
新
）
４
～
９
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
ｌ
連
載
第
五
回
ｌ
広
田
好
皿
～
肥
一
向
一
摸
に
お
け
る
義
尚
と
政
親
中
村
喜
久
男
Ⅳ
～
妬
石
川
県
美
術
界
の
内
幕
逸
辺
由
太
郎
Ⅳ
～
別
越
中
よ
り
加
賀
へ
ｌ
新
「
奥
の
細
道
」
紀
行
抄
ｌ
児
島
一
男
、
～
町
万
葉
の
「
志
乎
路
」
を
越
え
て
藤
田
福
夫
胡
～
側
１
海外文些云展望
荒
正
人
４
Ｍ
Ｒ
談
議
西
敏
明
岨
～
妬
絵
と
文
竹
沢
基
妬
～
〃
女
心
羽
の
よ
う
に
ｌ
上
野
宝
ホ
テ
ル
心
中
事
件
か
ら
ｌ
満
公
助
蛆
～
田
春窮（☆小説）
黄
文
昌
別
～
“
生
活
地
帯
（
☆
小
説
）
上
田
千
之
筋
Ｉ
、
２
編
集
後
記
加藤
７
猫の話（☆小説）
映画随想（☆転載）
編
集
後
記
私
の
東
京
地
図
１
浅
草
感
傷
記
中
共
解
放
地
区
を
ゆ
く
鉛筆（☆小説）
うしろ姿（☆小説）
十二月号（第八十号）昭和二十七年十一月一一一十日発行
十
一
月
号
（第七十九号）昭和一一十七年十月三十日発行
西
敏
明
４
～
田
内
海
伸
平
吉
井
信
義
吉
藤
久
松
下
雅
夫
宮
氷
長
治
高
見
順
Ｍ
・
０
６９５７５２４６３８
１１１１１
７６７５７５６８５６５１４５
新
春
随
想
か
ら
札
の
話
接
吻
し
な
い
で
別
れ
た
話
新
春
賦
異
常
時
恩
師
の
死
顔
転
職
綺
談
あ
る
男
と
気
合
術
酒
歴
魚
二
題
隠亡讃（☆小説）
中
村
喜
久
男
ｕ
～
路
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
ｌ
連
載
第
六
回
ｌ
広
田
好
別
～
羽
マ
ル
テ
の
手
記
に
つ
い
て
静
馬
冷
樹
別
～
側
今
年
の
美
術
展
大
田
耕
治
４
～
妬
秋
の
白
山
越
え
藤
井
と
し
あ
き
妬
～
団
座談会・地方生活と文学（☆出席者、阿部知二・深田久弥・大沢
衛・小松伸六）
田～別
金
沢
風
景
二
題
絵
と
文
・
堀
忠
義
Ⅱ
～
ｕ
シグナル（☆詩）
和
沢
喜
美
枝
田
～
例
５
小
説
募
集
審
査
発
表
６
浮草（☆小説）
関
と
も
船
～
刊
土人形（☆小説）
寄
川
義
雄
巧
～
別
霧の中（☆小説）
葛
原
由
希
子
Ⅲ
～
妬
５
中国文彗云展望
岡
崎
俊
夫
９６
編
集
後
記
加藤
９
一月号（第八十一号）昭和一一十七年十二月一一一十日発行
伊
藤
武
雄
秋
山
英
夫
窪
田
敏
夫
水
上
一
久
宮
田
栄
青
木
治
朗
益
子
帰
来
也
宮
川
靖
末
広
恭
雄
六
九
１０９８７５４
１１１１１Ｉ
ｌｌｌｌｌＯ９８７６６５
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女
性
随
筆
特
集
湯
の
町
か
ら
病
あ
る
人
に
家
の
中
寒
菊日か
げ
ひ
み
つ
千
羽
鶴
の
幻
想
雛
祭
り
に
よ
せ
て
エ
リ
オ
ッ
ト
の
課
題
ｌ
連
載
第
七
回
ｌ
広
田
好
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
白
井
浩
司
中
島
敦
の
文
学
西
義
之
絵
と
文
谷
口
陸
男
金
沢
市
役
所
の
内
幕
小
涌
無
造
私
の
立
場
は
大
衆
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
ｌ
新
教
育
委
員
の
弁
ｌ
森
直
弘
舞
台
の
青
春
ｌ
｜
演
劇
人
の
追
想
ｌ
小
幡
義
人
新
刊
紹
介
・
「
酔
興
悲
歌
」
他
小
松
伸
六
宗
和
忌
の
こ
と
ど
も
内
海
伸
平
私
の
俳
句
遍
歴
Ｈ
細
見
綾
子
火
の
島
ま
で
ｌ
九
州
文
学
紀
行
ｌ
小
松
伸
六
冬のうた（☆詩）
中
村
慎
吉
犠牲（☆俳句）
沢
木
欣
一
住
居
に
つ
い
て
（
☆
小
説
）
中
村
喜
久
男
編
集
後
記
Ｍ
・
０
終刊号（第八十一一号）昭和一一十八年四月三十日発行
伊
豆
蔵
節
子
川
島
静
枝
太
田
順
子
菅
原
み
お
新
千
代
子
金
森
千
栄
子
乾
満
寿
子
米
村
桂
子
2０１６１４１０９７６４
１１’１１１｝’
2１１９１５１４１０９７５
６９６６５７５４５０４３４０
１１’’’’
8０７９６８６７６５５６５３４９４８４２
3６３４２２１２
１１１
３９３５３３２１２１
編雑貧神麦投あ漫私天北集誌し様と書る画の草整終あョか能司駄忘蝋国後といは開雑の俳ま理りる北〈登北文れ燭文
記入旅い拓誌功句で者に思国在講国がは化
年へら団の徳遍’い文り演文た自の
☆なへこ歴続出化き旅化きら思
小い☆と口九にＬ行Ｌ人をい
説へ小州よの懐々燃出
一☆説文せ創古や
小一学て作し
説紀につ
行つく、－＝
（/、 し
てた
廃
刊
の
こ
蔑雀畠睾占募牽鯏贄黒黒表西西加宮谷深小伊と藤田内田松藤ば生茂六窒伸国千大志兼英綾伸三敏義勝陸久伸武九六光之郎岐男夫子平郎衛明之代栄男弥六雄旱〒四一
日 ７７７２６４６２６０５９４８４０３８３６３５３２３１３０２９２８２４２２
受 １１１１１１｝Ｉ１１１１１１１１１１
理９２９１９０７６７１６３６１６０５８４７３９３８３６３５３２３１３０２９２８２４
七
○
